
一般財団法人運輸総合研究所

〇日 時：2025年3月4日（火）14:00～17:00（開場:13:30）

〇会 場：ベルサール御成門駅前1階ホール

及び オンライン配信（Zoomウェビナー）

【開会挨拶】 宿利 正史 運輸総合研究所 会長 14：00 - 14：10

【基調講演】 「国土交通省における水素関係施策」

清水 充 国土交通省総合政策局環境政策課長 14：10 - 14：40

【研究報告】 「我が国の交通分野の脱炭素化に向けた燃料転換及び水素利用に関する調査研究」

小御門和馬 運輸総合研究所 研究員 14：40 - 15：10

【休憩】 15：10 - 15：20

【パネルディスカッション及び質疑応答】 15：20 - 16：55

<モデレーター> 三宅 淳巳 横浜国立大学 上席特別教授・名誉教授

<パネリスト> 青沼 裕 ジャパンハイドロ株式会社 CEO

大道 修 東日本旅客鉄道株式会社イノベーション戦略本部
R＆Dユニット水素社会実装PT マネージャー

田口 悦司 一般社団法人水素バリューチェーン推進協議会 担当部長

三浦慎一朗 福岡市経済観光文化局新産業振興部課長（水素推進担当）

小御門和馬 運輸総合研究所 研究員

【閉会挨拶】 上原 淳 運輸総合研究所 理事長 16：55 - 17：00

交通脱炭素シンポジウムⅢ
水素の利活用による交通分野の脱炭素化～地域から未来をつなぐ脱炭素への道~

プログラム

会場アクセス

注）プログラムは変更になる可能性があります。

ベルサール御成門駅前
「御成門駅」A4出口徒歩1分（三田線）
「大門駅」A6出口徒歩9分（大江戸線・浅草線）
「浜松町駅」北口徒歩13分（JR線）
「モノレール浜松町駅」北口徒歩13分（東京モノレール）
〒105-0004 東京都港区新橋6-17-21 住友不動産御成門駅前ビル
１F
※近隣には「ベルサール御成門タワー」がございます。
お間違えのないようお気をつけください。
https://www.bellesalle.co.jp/shisetsu/shinagawa/bs_onarimon
ekimae/access/

https://www.bellesalle.co.jp/shisetsu/shinagawa/bs_onarimonekimae/access/
https://www.bellesalle.co.jp/shisetsu/shinagawa/bs_onarimonekimae/access/
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登壇者のご紹介

【基調講演】

清水 充
国土交通省総合政策局環境政策課長

＜略歴＞
1998年 慶應義塾大学経済学部卒業
2000年 建設省入省
2017年 国土交通省総合政策局社会資本整備戦略推進官
2018年 内閣官房内閣総務官室企画官
2020年 国土交通省大臣官房人事課企画官
2021年 内閣府地方創生推進事務局参事官
2023年 現職

【研究報告】 【パネルディスカッション・パネリスト】

小御門 和馬
運輸総合研究所 研究員

＜略歴＞
2010年東京大学航空宇宙工学科卒業。同年国土交通省入省。入省以降、航空
局において、航空安全行政を中心として、航空機の運航基準の策定、航空運送事業
者の監督、ドローンや空飛ぶクルマといった次世代航空モビリティに関する制度設計に従
事。このほか、航空交通管制技術や自動車局での自動車の型式指定及びリコールに
関する業務等を経験。
2023年6月より現職。現在、交通分野の脱炭素化に関する調査研究に従事。2050
年カーボンニュートラルに向けた交通分野における水素の利活用の実現可能性について、
長期的な視点で調査研究を行っている。

【パネルディスカッション・モデレーター】

三宅 淳巳
横浜国立大学 上席特別教授・名誉教授

＜略歴＞
東京都出身。専門は安全工学，エネルギー学，リスク分析学，社会システム工学。
横浜国立大学大学院工学研究科修了。横浜国立大学助手，講師，助教授を経
て，2006年環境情報研究院教授，学長補佐，理事･副学長等を務め，2024年
３月に定年退職。同年4月より現職。火薬学会会長，安全工学会会長，関係省
庁，自治体，公的機関等の委員会委員を歴任。『リスク共生学』，『戦略的プロセス
安全マネジメント論』など著書多数。
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【パネルディスカッション・パネリスト】
大道 修
東日本旅客鉄道株式会社
イノベーション戦略本部 R＆Dユニット 水素社会実装PT マネージャー
＜略歴＞
神奈川県生まれ。専門は、精密機械工学および生産工学。東京大学 工学部 精密機械
工学科 卒業、東京大学 大学院 工学系研究科 精密機械工学専攻 修士課程 修了。
Master of Science degree from Department of Industrial Engineering and 
Operations Research, University of California, Berkley （カリフォルニア大学バー
クレー校 大学院 生産工学・オペレーションズリサーチ専攻 修士課程 修了）。
1997年に東日本旅客鉄道㈱へ入社、鉄道車両の製造・保守・運行に関係する各職場、
海外事業に関係する職場、グループ会社の㈱総合車両製作所（J-TREC）等を経て、
2022年より現職。技術開発戦略の統括部署にて、鉄道分野における水素関係技術の社
会実装に向けた課題解決へ取り組んでいる。

【パネルディスカッション・パネリスト】
青沼 裕
ジャパンハイドロ株式会社 CEO
＜略歴＞
東京都生まれ。平成9年上智大学法学部卒業。同年第一中央汽船株式会社入社。
富士通株式会社、シーサービスタンカーズ株式会社、カーギルジャパン株式会社、Cargill 
Ocean Transportation Pte Ltd、伊藤忠シンガポール会社、TBSジャパン株式会社、
シーエムビージャパン株式会社を経て現職。
2019年にベルギーCMB.TECHグループとツネイシグループの合弁事業である株式会社
備後研究所（現 ジャパンハイドロ株式会社）を設立。

【パネルディスカッション・パネリスト】
田口 悦司
一般社団法人水素バリューチェーン推進協議会 担当部長
＜略歴＞
1982年岐阜県生まれ。2007年法政大学大学院電気工学専攻修了、同年トヨタ自動車
株式会社入社。プリウスやプリウスPHVの走行用電力変換器PCUのシステム開発、生活支
援ロボットHSRのハードウェア開発に従事。その後、月面探査に挑戦する有人ローバー ルナク
ルーザーではモータードライブシステム開発のマネージャーを務める。2024年6月より現職。
JH2Aでは渉外委員会の取りまとめを担い、業界発展に向けた取り組みを進める。

【パネルディスカッション・パネリスト】
三浦 慎一朗
福岡市経済観光文化局新産業振興部課長（水素推進担当）
＜略歴＞
2004年福岡市入庁。福祉関係、国際関係業務を経て、2021年より現職。
水素社会の実現に向けて、水素エネルギー関連産業の振興を目的とした「福岡市 水素リー
ダー都市プロジェクト」を推進しており、水素の需要と供給の両方を拡大するため、さまざまな取
組みを進めている。
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